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幼
　
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
一
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
二
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

※
「
ペ
ン
」
は
、
つ
け
ペ
ン
、
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
。
　
　
　
※
幼
年
か
ら
小
三
ま
で
は
上
一
段
あ
け
て
書
い
て
下
さ
い
。
句
読
点
は
省
略
し
ま
す
。

小
三
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
五
年
（
ペ
ン
）

小
四
年
（
ペ
ン
）

中
一
年
　
楷
書
（
ペ
ン
）

中
二
・
三
年
　
行
書
（
ペ
ン
）

小
六
年
（
ペ
ン
）

第９８回コンクール課題　（テーマ＝読書）
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短期特別課題 条幅の基礎を学ぶ

神
　
谷
　
葵
　
水
　
先
　
生
　
書

半
切
四
分
の
一
に
書
く
Ⅱ
（
19
）�

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）

◎

本
誌
に
条
幅
（
半
切
）
の
課
題
が
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
平
成
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
そ
の
前
の

約
八
年
間
は
、
半
切
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
（
約
六
八
㎝
×
十
七
、五
㎝
）
で
条

幅
の
基
礎
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◎

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
・

神
谷
葵
水
先
生
の
当
時
の
お
手
本
を
も
と
に
、
改
め

て
条
幅
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
に
も

一
年
間
学
び
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
パ
ー
ト
Ⅱ
に
な

り
ま
す
。

◎

条
幅
は
苦
手
と
い
う
方
、
大
き
い
作
品
に
気
後
れ
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
条
幅
の
草
稿
作

り
の
つ
も
り
で
気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕
古
松
千
年
寿

〔
大
意
〕
　「
千
年
も
生
き
る
松
の
よ
う
に
長
く
あ
れ
と
祝

う
」
と
い
っ
た
意
味
を
も
つ
お
め
で
た
い
言
葉
。

〔
解
説
〕

・

用
紙
に
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
行
の
中
心
、
字
間
、
天
地
の
あ
き
等
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
紙
を
折
る
、
下
敷
の
罫
を
利
用
す

る
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・

お
手
本
を
よ
く
み
る
と
、
各
字
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
潤
渇
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
方
が
動
き
や
リ
ズ
ム
が
出
て
表
現
が
豊
か

に
な
り
ま
す
。

・

で
き
る
方
は
、
書
体
や
崩
し
方
を
変
換
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
字
典

で
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・

落ら
っ

款か
ん

（
署
名
・
印
）
も
作
品
の
一
部
で
す
。
丁
寧
に

収
め
ま
し
ょ
う
。
印
の
な
い
方
は
□
を
赤
ペ
ン
又
は
朱

墨
で
書
い
て
下
さ
い
。

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼

毛
筆
部
＝
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
約
六
八
㎝
×

十
七
、五
㎝
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

▼

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
版（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）以
下
の

紙
に
課
題
手
本
の
よ
う
な
枠
線
を
引
い
て
下
さ
い
。

用
具
は
自
由
で
す
が
、
細
い
線
は
相
応
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。（
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
可
）

▼

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛

筆
漢
字
の
成
績（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）

を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　7 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

奥
おく

　村
むら

　暢
のぶ

　之
ゆき

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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★
重
い
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
高た

か

橋は
し

睦む
つ

郎お

（
一
九
三
七
～
）

　
　
詩
人
・
歌
人
・
俳
人

　
こ
こ
で
の
「
重
い
」
と
は
自
分
に
こ
だ
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
屈
指
の
俳
人
松

尾
芭
蕉
は
、
そ
う
い
う
「
重
い
」
が
ひ
と
し

お
強
か
っ
た
か
ら
こ
そ
「
軽
み
」
を
大
事
に

し
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
ぬ
遠
く
へ
と
連
れ

て
行
か
れ
る
た
め
に
、
あ
え
て
自
分
自
身
を

不
安
定
な
状
態
に
置
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
生
き
る
上
で

　
最
大
の
障
害
は

　
期
待
を
持
つ
事

★
行
動
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
（
前
四
九
七
頃
～
四
〇
五
頃
）

　
　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
劇
作
家

　「
天
は
自
ら
助
く
る
も
の
を
助
く
」
「
心
を

起
こ
そ
う
と
思
え
ば
ま
ず
身
を
起
こ
せ
」
な

ど
と
も
言
う
よ
う
に
、
自
分
の
意
志
で
行
動

を
起
こ
さ
な
い
者
に
は
神
も
助
け
の
手
を
差

し
伸
べ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　
熟
慮
も
必
要
で
す
が
、
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
時
も
あ
り
ま
す
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
義
務
心
の
な
い
自
由
は

　
本
当
の
自
由
で
は
な
い

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　
▼
師
範
＝
楷
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

１ ２
３

申
の
変
化

そ
り
変
化

方
向
変
化

の
び
よ
く

長
め

長
く



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　7 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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〔
句
解
〕
澄
ん
だ
流
れ
に
糸
を
垂
れ
て
鮎あ

ゆ

を

釣
っ
て
い
る
。
そ
の
そ
ば
に
野の

茨
い
ば
ら

が
白
く

咲
い
て
い
る
が
、
こ
の
花
は
な
ん
と
は
か
な

く
散
り
や
す
い
こ
と
だ
ろ
う
。

〔
鑑
賞
〕
昭
和
八
年
作
。
鮎
の
香
気
と
白
い

花
の
清
純
さ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
命
の
は

か
な
さ
を
組
み
合
わ
せ
た
美
的
情
趣
の
世
界

が
作
者
の
ね
ら
い
で
あ
り
、
鮎
釣
の
解
禁
は
、

六
月
一
日
か
ら
約
三
ヶ
月
く
ら
い
で
、
渓
流

に
竿
を
の
べ
て
鮎
釣
す
る
姿
は
、
清
涼
感
を

呼
ぶ
。

〔
解
説
〕
「

」
の
横
線
か
ら
続
く
左
下

へ
の
払
い
は
、
心
も
ち
横
線
に
か
ぶ
せ
気
味

に
は
ら
い
、「

」
が
右
に
出
す
ぎ
な
い

よ
う
に
心
掛
け
る
と
ま
と
め
易
い
。

◆
８
月
課
題
予
告

　
白は

く

桃た
う

に
入
れ
し
刃
先
の
種
を
割
る

（
橋は

し

本も
と

多た

佳か

子こ

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

鮎
釣徒

り
や
野
ば者

ら
は八

花
の
散遅

り里

や
す春

く久

鮎阿
遊

釣川

り
や耶

野
ば者

ら
は盤

花
の乃

散
り利

や
す須

く久

鮎あ
ゆ

釣つ
り

や
野
ば
ら
は
花
の
散
り
や
す
く



（
篠し

の

田だ

悌て
い

次じ

郎ろ
う

）

〔
古
筆
参
考
〕

徒つ耶や盤は遅ち須す

（州）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕

香
こう

紙
し

切
ぎれ
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〔
歌
意
〕
庭
の
面お

も

は
ま
だ
乾
い
て
い
な
い
の

に
、
夕
立
を
降
ら
せ
た
こ
と
は
う
そ
の
よ
う

な
空
に
、
さ
り
げ
な
い
様
子
で
澄
ん
だ
月
が

出
て
い
る
よ
。

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

・

㋑
と
㋺
、
㋩
と
㋥
、
㋭
と
㋬
、
㋣
と
㋠
、

㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
、
そ
れ
ぞ
れ

呼
応
。

・

↓
の
方
向
大
切
。

・

●

粗
密
の
動
き
大
切
。

・

行
の
ふ
く
ら
み
大
切
。

・

○
余
白
が
線
を
生
か
す
。

◆
８
月
課
題
予
告

　
ふ
る
さ
と
は
散
る
も
み
ぢ
葉
に
埋う

づ

も
れ
て

　
軒
の
し
の
ぶ
に
秋
風
ぞ
吹
く

庭
の
面於

も

は盤

ま万

だ堂

か
わ
か可

ぬ怒

に二

夕
立
の

空
さ
り利

げ希

な那

く
澄す

め免

る
月
か可

な奈

山
の
あ
れ
ば者

ぞ曽

月
も
か可

く久

る
ゝ

　
　
　
こ
な那

く久

な奈

し
た多

り利

け
る
七
月
八
日
に二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ね年

か可

た

た多

な那

ば者

た多

の
け希

さ佐

の
わ
か可

れ禮

に尓

く久

ら
ぶ
れ
ば
み三

は者

な奈

ほ本

ま
さ佐

る
も
の
に尓

ぞ
あ
り利

け
る

㋭㋬

㋣㋠
㋥ ㋩

㋺ ㋑

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書



㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　�（
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。
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締切り　7 月 24 日（必着）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
全
国
民
で
立
ち
向
か
い
、
や
っ
と
収
束
が
見
え
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
互
い
の
無
事
に
感
謝
し
て
猛
暑
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
二
年
盛
夏

　
　

◆
今
月
は
、
文
章
も
自
由
と
い
た
し
ま
す
。

◆

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
自
由

に
創
作
し
て
下
さ
い
。

◆

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
個
性
豊
か
な
暑

中
見
舞
い
状
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自 

由 

課 

題



一般部毛筆漢字課題 締切り　7 月24 日（必着）

〔読み〕夏
か

雲
うん

奇
き

峰
ほう

多し

〔大意〕夏の雲が雄大な峰のように聳
そび

えている。

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
楷
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕孔子廟堂碑（６２６〜６３３）　〔筆者〕虞世南（５５８〜６３８）

〔読み〕賦を（薄くし）琱
ちょう

を斲
けず

りて樸に反
かえ

し、（璧を）抵
なげう

ちて（金を蔵
かく

し）

−
  7

−

賦
　
　
　
　
　
斲
　
　
　
　
琱
　
　
　 

反
　
　
　
　
樸
　
　
　
　
　
抵



一般部毛筆かな課題 締切り　7 月24 日（必着）

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書
　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  8

−

〔出典〕水野淡生

〔句意〕  近景に麦の穂の光を置き、遠景に海の光を配している。光で統

一し、明るく、さわやかである。色彩感ゆたかな句。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海う

み

ひ
か
り
麦む

き

の
穂ほ

ひ
と
つ
づ徒

つゝ
光悲

閑

る類

〔出典〕北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

〔歌意〕  富士山は玲
れい

瓏
ろう

と 麗
うるわ

しく輝きながら、大空の一方に聳
そび

え立ってい

ることだ。

　
　
　
不ふ

尽し

の
山
れ
い意

ろ
う
と登

し
て
ひ日

さ
か可

た多

の能

　
　
　
　
　
　
　
　
天て

ん

の
一い

つ
ほ
有方

に耳

立
て弖

り利

け介

る
か可

も



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）
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〔 

条
幅
解
説
〕

　
疎
密
・
太
細
等
に
プ
ラ
ス
、
素
早
く
書
く
と
こ
ろ
と
、

ゆ
っ
た
り
呼
吸
長
く
書
く
と
こ
ろ
…
…
こ
の
変
化
を
意
識
し

て
楽
し
ん
で
書
い
て
み
て
下
さ
い
。
一
字
の
中
に
も
遅
速
の

変
化
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
貴4

女
の
弾
ん
だ
声
を
聞
い
て
い
た
ら
私

　
　
ま
で
ワ4

ク
ワ
ク
舞
い
上
が
り
ま
し
た
よ

　
　
ご4

婚
約
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

　
　
新
し
い
人4

生
に
御
祝
い
を
添
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）



　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　

ま
す
。

■

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
枝
の
上
で
あ
そ

ん
で
鳴
い
て
い
る
鳥
も
ま

た
友
人
で
あ
り
、
池
の
水

面
に
散
る
花
は
皆
文
章
で

あ
る
。

初
出
品
の
方
へ

　

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

好こ

う

ち

ょ

う

し

と

う

ま

た

ほ

う

ゆ

う

鳥

枝

頭

亦

朋

友

落ら

っ

か

す

い

め

ん

み

な

ぶ

ん

し

ょ

う

花

水

面

皆

文

章

　

　

　

　

朱し
ゅ

文ぶ
ん

公こ
う

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  10−−  11−

い
し

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

３



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  10−−  11−

カ
イ

や

ホ
ン

こ

ふ
る

か

た
な

ば
た

も
の

※
七た

な

夕ば
た

＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。



教育部硬筆課題

小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

−  12  −−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
入
〜
１
級

� しめきり　7 月24 日（必着）

ブ

あ
つ（
い
）

ジ

シ
ョ

チ

シ
キ

ふ（
え
る
）

ち
ち

す

シ
ョ
ク

よ（
む
）

ワ



教育部硬筆課題

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

−  12−−  13−

中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

� しめきり　7 月24 日（必着）

ジ

ド
ウ

シ
ャ

セ
イ

ミ
ツ

ギ

ジ
ュ
ツ

キ
ョ
ウ



▼小三年以下の課題　　大
おお

　澤
さわ

　芳
ほう

　仙
せん

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　木
き

　島
じま

　静
せい

　月
げつ

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  14−

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

しめきり　7 月 24 日（必着）

な
な

い
ろ

お
お

か
わ

う
え

ぶ

ん

わ
り

ひ
ょ
う

つ
く

じき じ

か
ん

か
つ

じ
っ

こ
う

そ
く

た
だ

せ
い

な
つ

や
す

あ

あ
め



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　しめきり　7 月 24 日（必着）

−  15−

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書

の
び
の
び

　

は
ら
う

中 心



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　しめきり　7 月 24 日（必着）

−  16−

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書

−  17−



−  16−

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　しめきり　7 月 24 日（必着）

−  17−

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書

※
行
書
は
線
の
連
な
り
を
大
切
に
！




